
令和４年１０月 

保護者・地域の皆様へ 

【中学校版】令和４年度全国学力・学習状況調査の結果 
菰野町教育委員会  

 

 令和４年４月１９日に、中学校３年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結果の概要をまとめ

ました。 

結果の公表については、保護者・地域の皆様に学校教育と家庭教育についてのご理解とご協力を得ること

が何よりも大切であると考え、教科に関する結果、学力の背景となっている生徒質問紙調査からみられた本

町の生徒の好ましい傾向と教育課題、そして今後の取り組みについてお示しさせていただきます。 

 

 

  教科に関する調査は、国語、数学、理科の３教科で実施されました。本町では、国語、数学、理科それ

ぞれにおいて、全国の平均正答率を下回る結果となりました。 

  以下に、調査結果から「おおむね理解している問題」と「課題がみられた問題」についてまとめました。 

 

【中学校 国語】 

≪おおむね理解している問題≫ 

◇ 漢字の行書の読みやすい書き方について選択する問題。（正答率：約９割） 

・行書で書いた文字の「漢字のバランス」について説明したものとして適切なものを選択することができ

ます。                                

≪課題がみられた問題≫ 

◆ 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く問題。（正答率：約４割） 

・【コメントの一部】を踏まえた上で、【農林水産省のウェブページにある資料の一部】から必要な情報 

を適切に引用し、「例えば、」に続く形で【意見文の下書き】に「スマート農業の効果」を加筆すること 

に課題がみられます。 
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教科に関する調査結果の概要 

≪今後の学習の手立て≫ 

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確に記述する学習を大切にしていきます。根

拠を明確に記述するにあたって、複数の事例や専門的な立場からの意見などを引用することも一

つの方法です。そのため、資料から必要な部分を引用して自分の考えを伝える文章を書き、互い

に読み合い、引用の仕方について理解を深めるようにしていきます。その際、「文章の言葉をそ

のまま抜き出す」「引用する時は、引用する部分をかぎ（「  」）でくくる」という引用の方

法についても確認し合う学習場面も大切にしていきます。 



【中学校 数学】 

≪おおむね理解している問題≫ 

◇ 証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を記述する問題。（正答率：約７割） 

・証明で用いられている三角形の合同条件を書くことができます。 

≪課題がみられた問題≫ 

◆ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する問題。（正答率：約３割） 

・二酸化炭素削減量が目標の３００kg を達成するまでの日数を求める方法をグラフや式を用いて説明する

ことに課題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 【中学校理科】 

≪おおむね理解している問題≫ 

◇ モデルを使った実験において、条件を制御した実験を計画する問題。（正答率：約７割） 

・タブレット型端末のタッチパネルが反応するのは水が関係しているかどうかを調べるために、「変化させ

る条件」と「変化させない条件」の適切な組み合わせを選択することができます。 

≪課題がみられた問題≫ 

◆ 化学変化に関する知識と「エネルギー」領域の知識を関連付け、「水素を燃料として使うしくみの例」

の中で全体を働かせる「おおもと」について分析し解釈する問題。（正答率：約１割） 

・「水素を燃料として使うしくみの例」の中で全体を働かせる「おおもと」を指摘することに課題がみら

れます。 
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≪今後の学習の手立て≫ 

 日常生活や社会の中で見られる事象に関わる様々な問題を、数学を活用して解決できるような指

導を大切にしていきます。その際に、表や式、グラフなど、何を用いて問題を解決するのかといっ

た「用いるもの」と、それをどのように用いて問題を解決するのかといった「用い方」について考

えさせる場面を設定していきます。 

また、実際に行った解決の過程を振り返り、そのときに用いた方法について、「用いるもの」や

「用い方」のどちらか一方の説明だけではなく、両方に着目させて説明させる学習を大切にしてい

きます。 



 

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菰野町では、教育活動全体において、子どもたち一人ひとりをほめたり、認めたり、励ましたりしなが

ら自尊感情を育むこと、仲間と安心して学び合える学習環境をつくることを大切にしてまいりました。今

後も、子どもたち一人ひとりのよさを認めたり、達成感を味わわせたりする教育活動を推進し、子どもた

ちが将来の夢や目標の実現に向かって自信を高めていけるよう努めてまいります。 

また、菰野町の子どもたちは、保護者・地域の皆様に支えられ、すこやかに成長しています。今後も保

護者・地域の皆様と連携・協働して地域ならではの特色を生かした学校づくりを進めてまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分には 

よいところがある 

80.2％ 
（全国 78.5％） 

将来の夢や目標を 

持っている 

73.1％ 
（全国 67.3％） 

学校に行くことが

楽しい 

83.7％ 
（全国 82.9％） 

友達と協力する

のは楽しい 

94.7％ 
（全国 93.7％） 

※子どもたちが生徒質問紙で肯定的に回答した割合が全国より高かった設問より 

地域の行事に 

参加している 

45.3％ 
（全国 40.0％） 

生徒質問紙調査からみられた傾向と課題 

≪今後の学習の手立て≫ 

水の電気分解や水素の燃焼などの「化学変化」には、電気、熱、光などのエネルギーが関連している

ことに気づくことが大切です。化学変化を起こすきっかけとなるエネルギーの種類だけでなく、エネル

ギーが生み出される過程について触れる学習を大切にしていきます。 

Q 普段、1日当たりどれくらいの時間、テレビゲームをしますか

３時間以上テレビゲームをして

いると回答した生徒の割合は、全

国と比べて高い傾向にあります。 

テレビゲームの時間が少ない生徒ほど、3 教科の正答率が

高い傾向にあります。また、テレビゲームの時間が長い

生徒ほど、正答率が低い傾向にあります。 

ゲームをする時間についてお子さんと話し合いましょう 

ゲームに夢中になると時間がたつのを忘れてしまいます。特に自室にゲームがあると、自制するこ

とが難しく、長時間の使用につながりやすくなります。長時間の使用は生活リズムが崩れるだけでな

く、日常の学校生活や健康面にも影響を及ぼすことが心配されます。お子さんと話し合い、ゲームを

する際の決まりをしっかりと定めてください。特に、ゲームをする時間や場所（親が見ている場所で

する等）を約束し、守るよう声掛けをお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者・地域の皆様へ 

菰野町では、学校と教育委員会が一体となって、子どもたちの「確かな学力」の育

成をめざして、子どもたちが「わかる・できる喜び」を実感できる授業改善と学力向

上に向けた取り組みを進めてまいります。 

 今後も、学校・家庭・地域が一体となって、子どもたちの成長を支えてまいりたい

と考えておりますので、ご理解とご協力をお願いします。 

授業以外で１時間以上勉強をしてい

ると回答した生徒の割合は、全国と

比べて低い傾向にあります。 

家で、自分で計画を立てて勉強（予習や復習をふくむ）をし

ている生徒ほど、３教科の正答率が高い傾向にあります。 

家庭で学習する習慣を身に付けさせましょう 

 家庭学習の基本は学校の宿題です。反復練習や授業の予習・復習に日常的に取り組むことで、

基礎・基本が確実に定着します。また、家庭学習においても計画を立てることは大切です。見通

しが立つだけでなく、計画通りに学習が進むことは達成感にもつながります。子どもたちが毎日

の宿題に取り組むことができるように、励ましの声かけや学習に集中して取り組める環境づくり

にご協力をお願いします。また、菰野町では、家庭学習の充実ために「家庭学習の手引き」を作

成し、子どもたちと保護者の皆様に配付しています。「家庭学習の手引き」をご活用いただき、

お子さんと一緒に家庭学習の取り組みについて、振り返っていただきますようお願いします。 

Q 学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか 


